
国分川調節池は、真間川流域の総合治水対策事業の一環として、国分川と春木川
の洪水軽減を目的に千葉県により作られた、面積約24ha、調節容量は303,000㎥の治
水施設であり、そのうち約9.8haを市川市で公園として整備しています。
市民の方々にとって、憩えるような水辺空間として創出するべく、地元住民の方々を

中心に構成された「国分川調節池を育む会」等のワークショップにより、行政と市民と
の協働で、公園整備の計画や、管理・運営の方策が検討されてきました。

○ 整備基本方針
１．地域を洪水の被害から守り、治水に対する理解を深める。
２．ふるさとの自然を復元し、子どもたちや次の世代へと伝える。
３．人と人、人と自然のふれあいを育む。
４．緑豊かな木々に彩られた、雄大で多様な水辺の風景をつくる。
５．イベントや運営への参加を通じて、国分川調節池への愛着を育む。

・洪水時や洪水が予想される場合は、利用禁止です（調節池であるため）。
・夜間の利用は原則禁止です。
・園内へは自転車を乗り入れないでください（駐輪場までは自転車を押して
歩いてください）。

・ゴミは各自で持ち帰りましょう。
・園内での喫煙は指定された場所でのみ行い、吸殻は持ち帰ってください。
・犬はリードでつなぎ、散歩は園路及び散策・休息広場のみ可能です
（多目的広場での犬の散歩等は禁止です）。

・犬のフンは飼い主は持ち帰りましょう。
・動物への餌やりは行わないこと。
・池での釣りや魚等の放流は行わないこと。
・公園内への植物の持ち込みや採取は原則行わないでください。

調節池について

各ゾーンの説明

国分川調節池緑地平面図

ご利用にあたって

自然復元 ・・・多様な生き物の生息空間となる内陸湿地の復元を図る区域（千葉県の管理区域）
自然ふれあい・・・子どもたちが自然の中で自由に活動し、ふるさとの生き物に触れ合える区域
散策・休息 ・・・自然に囲まれながら散策や休息ができる区域
多目的利用 ・・・日常の運動やイベントなど様々な利用ができる区域

自然復元ゾーン
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散策・休息ゾーン
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※原則立ち入り禁止

開園中

※今後開園していく区域の絵はイメージ図です。今後、変更になる場合があります。
また、開園時期についても変更になる場合があります。


